
『親子ふれあい週間』アンケートへのご協力ありがとうございました！ 

　冬休みを終えた子ども達に「県下一斉親子ふれあい週間」の第２弾として、
『ノーメディア・チャレンジ』のアンケートに取り組みました。
　今回の研修委員会だよりでは、そのアンケート結果を掲載してみました。保護者
同士での話し合いや、各家庭で親子のコミュニケーションをとる際に、参考として
活用されることを願っています。
　今後とも、親子のふれあいの促進や、子ども達の基本的生活習慣の健全化を図る
取り組みにご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

　
　今回実施したアンケート結果の一部です。

　毎日の生活の中で「メディア」にふれる機会は多いと思いますが、それ以上
に家族とのふれあいは大切であることを実感してほしい一週間トライアルでし
た。テレビやゲームがなくても生活できる習慣を目指してがんばりましょう！
　今回のチャレンジコースを小学校・中学校（特別支援学校含む）に集計いた
しました。次回は、次のステップにチャレンジしてください。

・ ・研 修 委 員 会 よだ り
がんばったね！

親子ふれあい週間　　アンケートレポート

平成２７年５月２０日　福岡市ＰＴＡ協議会会長 日高 政治　研修委員会委員長 米倉 和彦

「家族で話し、一日を振り返ろう」！
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■何をして過したか（多い順）
　・家族との会話、読書、家事手伝い、友達と遊ぶ、食事に集中、部屋掃除、早寝

■保護者の感想
　・学校の事や興味のある事など、子どもたちとの会話が増えました。
　・保護者もスマホ・テレビのあり方を見直せた。
　・家族全員で取り組むことが必要と思った。
　・本を読んで過ごしたので、本を読む楽しさが分ったようです。
　・コースの設定があり、子どもが自分でチャレンジを意識してしっかり取り組めた。
　・生活のリズムを見直すきっかけとなったので、継続して取り組んでいきたい。
　・外遊びが増えました。
　・改めてテレビに依存していると感じました。
　・残念ながらゲームを我慢することができなかった。また、休日は難しかった。

■保護者の感想
　・メディアに頼らない工夫した生活に取り組んでいく事は、とても良いことだと思う。
　・家族とのコミュニケーションが増えたのが大変うれしい。
　・メディアとの向き合い方、適切な使い方を指導し、保護者と連携して取り組みたい。
　・チャレンジ期間中は、宿題などの家庭学習の提出率も上がりました。時間に余裕が
　　出来た事で学習への取り組み方や集中度も良くなったようです。

　・チャレンジ期間だけではなく、この取り組みが日常的になる事を願っています。

■その他
　・ノーメディアという言葉に違和感がある。
　・メディアが生活の一部となっている。

ノーメディア チャレンジ

■何をして過したか（多い順）
　・学習、読書、家族との会話、家事手伝い、部屋掃除、食事に集中、早寝

■保護者の感想
　・学校の事や興味のある事など、子どもたちとの会話が増えました。
　・テレビは我慢できても、メールは気になる様です。
　・コースを決めるとき、チャレンジというよりできそうなコースを選んでいる様です。
　・子供のメディア依存は家族の影響が大きいため、家族全員で取り組むことが必要。
　・本人の意識付けになって良かった。
　・今の時代、ノーメディアは現代っ子には無理。コース１の実践は難しいのではないか。

■保護者の感想
　・親子のふれあいの時間につながる機会がもてた事は、意義のある取り組みであった。
　・学校でもスマホやSNSについてのモラル教育をもっと充実させていきたい。
　・保護者、生徒ばかりではなく、教職員への啓発も大切だと感じた。
　・この取り組み期間以外でも独自に設定している。今後も継続して実施することで、
   成果や課題等を整理していく。

■その他
　・「ケータイ・スマホ夜１０時電源OFF運動」を学校と連携し取り組んでいきます。
　・アンケートを自宅に持ち帰らず、学校で記入することで全て回収できた（回収率ｱｯﾌﾟ）
　・支援学校で行うのは適切でないとの意見も見受けられる。

研修委員会
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取材にご協力いただき皆様ありがとうございました。
紙面は、市PTA協議会のホームページでご覧いただけます。
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チャレンジ内容 小学校 中学校

1日テレビを見ない・ゲーム、携帯をしない 3.6% 3.5%

テレビ・ゲーム・携帯を合わせて１日１時間以内にする 23.5% 16.8%

テレビ・ゲーム・携帯を合わせて１日２時間以内にする 39.9% 40.2%

食事中はテレビを見ない、ゲーム・携帯をしない 33.0% 39.5%

結　　　果（複数回答可）

規則正しい生活が送れた 18,199人 23.9%

家庭学習時間が増えた 14,414人 18.9%

家族と話すことが増えた 30,708人 40.4%

家のお手伝いが沢山できた 12,776人 16.8%

全　　　　　体



　
　学 校 紹 介　　　　　メディアに関する取組みを取材しました！

原 中 学 校

「学校概要」
・本校の校区は福岡市の西南部に位置し、飯倉・飯原・飯倉中央の
　３つの小学校区からなっています。

・昭和４８年（１９７３年）に城南中・梅林中から分離独立された本校は、
　昭和５６年（１９８１年）次郎丸中の創設による校区変更を経て、平成元年
　（１９８９年）に原中央中が本校から分離して、現在に至っている。

・生徒数は現在５６８名、学習やスポーツに熱心に取り組んでおり、なかで
　も、一部の部活では、毎年、市大会や県大会へ出場しています。

レモンさんこと山本シュウさん
講演会アンケート集約結果

　

生活行動のモットー

『我が道を　拓こう』

ｏ講演を聴いて変えられそうなこ
　と、逆に変えるのは難しいとあき
　らめそうなことは？
　・思春期の子どもに対する接し方は
　　変えれそう
　・子どもの話を聞く前に自分が想像
　　（決めつけ）で先に話していること
　　に気づきました。子どもの話をきち
　　んと聞こうと思います
　・受け流し上手、なかなか難しいけど
　　そうなりたいと思います
　・今の時代お節介は悪だと思って我慢
　　してきましたが、「お節介っていい
　　んだ」と少しは楽な気持ちになりま
　　した　ほか

ｏ講演を聴いても伝わりにくく、もっとわかりやす
　く話をして欲しいと思ったことや、講演をよりよ
　いものにするためのダメ出しやリクエストなどを
　教えてください。
　・笑いが多く楽しい講演の中に現代の問題がたくさん含
　　まれているいい講演でした
　・すごい情報量でした！今日は寒いはずなのにめちゃく
　　ちゃ今は熱いです
　・今まで数多くの話を聴きましたが一番心に響きました
　・自分からも今日のことをＰＴＡに広めていきたいと思
　　います。またお話が聞きたいです
　・楽しくて、面白くて、眠る暇を与えないレモンさんの
　　講演は本当に素晴らしかった
　・すごくわかりやすくて、引き込まれいきました。幸せ
　　は形ではない、あなたが喜ぶこと、心がぶれないこ
　　と、子どもに教えてあげられたらと思いました

ｏあなたは昭和生まれ？平成
　生まれ？
　・昭和生まれ：１９７名
　・平成生まれ：　　０名

ｏ自分には「昭和のチップ」
　が入っていると思う？
　・は　い：１８７名
　・いいえ：　　１名
　・少しは：　　１名
　・半　分：　　１名
　・無回答：　　７名

ｏ「昭和のチップ」が入っていると思う方は、
　どんなチップが入っていると思いますか？
　・人の話を最後まで聞けないチップ：７４名
　・すぐ他人と比べるチップ：５８名
　・絶対自分が正しいチップ：４０名
　・すぐ感情的になるチップ：３９名
　・すぐにダメだしする等
ｏ「これぞ昭和のチップ！」「これはやめてほ
　しい！」と思うチップを教えてください。
　・人が話をしている時に、話をさえぎって話してくる
　・何か言うとすぐ「屁理屈いうな」と一言で片付ける
　・すぐに人と比べて凹むようなことを言う
　・理由も聞かずに頭ごなしに怒る

ｏ「こういう昭和のチップなら必要」
　と思うチップを教えてください。
　・必要なお節介をするチップ
　・お裾分けチップ
　・もったいないチップ
　・知らない子でも注意するチップ　など
ｏ「平成のチップ」があるとしたら、ど
　んなチップだと思いますか？
　・うざがるチップ
　・すぐに「無理！」と言うチップ
　・「めんどくさい」と言うチップ
　・「意味わから～ん」と尋ねるチップ
　・男・女らしいより自分らしいチップなど

　平成２６年１２月１７日の啓発研修大会
でのレモンさんの講演につきましては、
「ふよう第１１９号」にもその講演状況が
掲載されていましたが、この紙面では、そ
の番外編として出席者のアンケートを集約
しましたので、報告します。紙面上では記
載できないほどのメッセージをいただきま
した。下記の内容はほんの一部ですが、レ
モンさんの講演の雰囲気が伝えられたらと
思います。

　　　＜校章が意味するもの＞

ｏ原（ラ）が八つあること。この八の
　字は、「多い」とか「広がり」を意
　味し、無限の可能性を表現し、これ
　からの原中の限りない発展を祈念したものです。
　八つの星の１つ１つのとがりは、個人の尊重、
　自主性なり、「我が道を拓く」独立の精神を
　表現しています。

　

　　　＜グッドネットとは＞

ｏノーメディアチャレンジと言われる
　が、現代社会ではメディアを完全に
　シャットアウトすることはできない
　と考えています。そのため、メディ
　アとうまく付き合うという意味で
　グッドネットと表現しました。

＜校区一体のメディア活動＞

ｏ原中ＰＴＡを中心として、飯倉・飯
　原・飯倉中央小ＰＴＡと各自治協が
　協力して、地域の子どもたちへ情報
　モラル教育を行っています。
ｏグッドネット宣言の作成

　　＜何故、地域で？＞

ｏ子どもたちが将来、ネットに依存したり、ネット
　上のトラブルに巻き込まれないよう、原中校区の
　各地域にオリジナルの「のぼり旗」を立て、大人
　と子どもたちが一体となって、様々な情報に対す
　る判断能力を身に付けられるように取り組んでい
　ます。


